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時
代
の
変
化
を
感
じ
る
。

筆
者
は
長
年
、
農
業
は
広
汎
な
科
学
の

上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
頭
脳
労
働
が
決

定
的
に
重
要
な
「
先
進
国
型
産
業
」
で
あ

り
、
頭
脳
労
働
が
で
き
る
人
が
農
業
に
就

け
ば
成
功
で
き
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、

日
本
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
は
思
わ
ぬ
現
象
を
生

み
出
し
た
と
い
え
よ
う
。40
年
前
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ア
メ
リ
カ
の
例
を
引
き
な

が
ら
「
農
民
は
最
高
の
職
業
で
あ
る
」
と

書
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
（
労
働
省

職
安
局
『
職
業
安
定
広
報
』
１
９
８
０
年

６
月
21
日
号
巻
頭
言
、
拙
稿
）。

つ
く
ば
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
終
点
「
つ
く

筑
波
山
麓
が
ブ
ド
ウ
・
ワ
イ
ン
造
り
に

沸
い
て
い
る
。“
脱
サ
ラ
”
の
新
規
参
入

で
あ
る
。三
つ
の
ワ
イ
ン
会
社
の
う
ち（
そ

れ
ぞ
れ
12
年
、
14
年
、
15
年
創
業
）、
二

つ
は
研
究
者
の
脱
サ
ラ
組
で
、
博
士
号
の

取
得
者
だ
。
ワ
イ
ン
造
り
は
自
己
表
現
で

き
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
で
あ
り
、

ま
た
「
ワ
イ
ン
は
人
を
呼
ぶ
」
と
い
う
特

性
が
あ
り
人
と
の
交
流
を
つ
く
り
出
す
楽

し
い
産
業
で
あ
る
こ
と
も
、
脱
サ
ラ
の
対

象
な
の
で
あ
ろ
う
。
全
国
各
地
で
、
医
者

や
大
学
教
授
が
ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営
に
新
規

参
入
し
て
い
る
が
、こ
こ
研
究
学
園
都
市
・

つ
く
ば
市
で
も
そ
の
動
き
が
出
て
い
る
。

1943年、鹿児島県奄美大島生まれ。一橋大学大学院経済学研
究科博士課程修了。元・財団法人国民経済研究協会理事長。
拓殖大学、帝京平成大学、日本経済大学大学院教授を歴任。
主な著書は『農業・先進国型産業論』（日本経済新聞社1982年）、

『赤い資本主義・中国』（東洋経済新報社1993年）、『走るアジ
ア遅れる日本』（日本評論社2003年）、『新世代の農業挑戦』
新書版（全国農業会議所2014年）など。

叶 芳和

製
薬
の
研
究
者
と
し
て
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
今
村
さ
ん
は
、
40
歳
で
脱
サ
ラ
し
、
ワ
イ
ン
造
り
の
道
に
入
っ

た
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
仕
事
で
あ
り
、
研
究
者
時
代
よ
り
も
ハ
ッ
ピ
ー
だ
と
い
う
。
研
究
学
園
都
市
・
つ
く
ば
市
に
は
科

学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
農
業
す
る
人
が
増
え
、
新
し
い
ワ
イ
ン
産
地
化
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

研
究
者
の“
脱
サ
ラ
”ワ
イ
ナ
リ
ー

自
己
実
現
め
ざ
す
働
き
方
改
革

ビ
ー
ズ
ニ
ー
ズ
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ズ
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論
　
現
地
ル
ポ
　
第
22
回

農業は

になった！

先進国型産業

42
1

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
町

―
―
新
し
い
ワ
イ
ン
産
地
化
に
向
け
た
動
き
活
発

ば
駅
」
の
近
く
に
、
小
さ
な
公
園
が
あ
る

（
中
央
公
園
）。
筑
波
大
学
ゆ
か
り
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
科
学
者
た
ち
が
並
ん
で
い

る
。
江
崎
玲
於
奈
博
士
、
朝
永
振
一
郎
博

士
、
小
林
誠
博
士
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
。

入
口
近
く
に
江
崎
博
士
、
そ
し
て
朝
永
博

士
、
小
林
博
士
と
続
く
道
は
「
未
来
へ
の

道
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
道
を

踏
み
し
め
な
が
ら
歩
く
と
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
が
す
る
。
子
供
連
れ
の
母
親
た

ち
に
と
っ
て
は
最
高
の
教
育
の
場
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。筆
者
は「
来
る
の
が
遅
か
っ

た
」と
い
う
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
た（
も

う
遅
い
の
で
あ
る
）。
そ
の
く
ら
い
、
感

動
の
場
所
で
あ
る
。

公
園
の
端
に
、
動
物
の
像
が
見
え
た
。

も
し
や
「
ガ
マ
蛙
」
と
思
っ
て
近
づ
く
と
、
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農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第22 回
研究者の“脱サラ”ワイナリー 自己実現めざす働き方改革42

筑
波
山
麓
を
南
に
流
れ
霞
ケ
浦（
土
浦
）

に
注
ぐ
桜
川
は
、
筑
波
山
の
花
崗
岩
か
ら

豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
溶
け
出
し
、
流
域
沿

岸
に
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
流

域
に
戦
前
の
皇
室
献
上
米
「
北
条
米
」
の

水
田
地
帯
が
あ
る
が
、
花
崗
岩
土
壌
の
ミ

ネ
ラ
ル
成
分
が
北
条
米
の
旨
み
を
作
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
（
筑
波
山
麓
付
近
は
花

崗
岩
土
壌
で
あ
り
、
北
条
米
地
区
ま
で
広

が
っ
て
い
る
）。
北
条
米
は
冷
め
る
と
甘

み
が
あ
り
美
味
し
い
米
で
あ
る
。

ビ
ー
ズ
ニ
ー
ズ
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ズ
は
、
山

麓
の
沼
田
と
臼
井
の
両
地
区
に
ブ
ド
ウ
園

が
あ
る
が
、
北
条
米
地
区
と
同
じ
桜
川
の

東
側
に
位
置
す
る
（
北
条
米
よ
り
上
流
）。

沼
田
地
区
の
圃
場
を
訪
れ
て
（
収
穫
直

後
）、ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
草
茫
々

で
あ
る
。
ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ
な
ど
が
50
㎝
く

ら
い
伸
び
て
い
る
。
惰
農
か
と
思
い
、
取

材
に
来
た
こ
と
を
後
悔
し
た
ほ
ど
だ
。
し

か
し
、
雑
草
が
多
い
の
は
畑
が
新
し
い
せ

い
だ
と
い
う
。
耕
作
放
棄
地
（
借
地
）
を

開
墾
し
て
最
近
使
い
始
め
た
ば
か
り
だ
。

年
に
５
回
、
除
草
し
て
い
る
と
い
う
（
草

刈
り
は
10
ａ
約
30
分
で
で
き
る
）。
別
の

圃
場
は
雑
草
の
茂
り
は
な
く
土
地
が
落
ち

着
い
て
い
た
。

畝
は
東
西
に
切
っ
て
あ
る
。
筑
波
山
麓

「
フ
ク
ロ
ウ
」
の
像
で
あ
っ
た
。
フ
ク
ロ

ウ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
以
来
、「
森
の
哲
学

者
」「
学
問
の
神
様
」「
農
業
の
神
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。「
ガ
マ
の
油
売
り
」
か
ら

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
町
へ
、
筑
波
は
変
わ
っ
た

の
だ
。

筑
波
研
究
学
園
都
市
は
、
非
日
本
的
な

も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
東
大
通
り
の
ト
ウ

カ
エ
デ
樹
の
並
木
も
日
本
離
れ
し
て
い
る

が
、
も
っ
と
中
身
だ
。
国
の
研
究
・
教
育

機
関
の
ほ
か
、
民
間
研
究
所
等
の
集
積
も

厚
く
、
研
究
者
が
多
い
の
が
一
番
の
特
徴

だ
。
研
究
者
数
は
日
本
人
研
究
者
１
万
３

４
８
１
人
、
外
国
人
研
究
者
７
２
７
７
人

も
い
る
。
合
計
２
万
７
５
８
人
（
16
年
現

在
。
表
１
参
照
）。
人
口
23
万
人
に
対
し
、

研
究
者
が
２
万
人
以
上
。
し
か
も
、
外
国

人
研
究
者
が
多
い
。

表
２
は
法
務
省
「
在
留
外
国
人
統
計
」

で
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
市
区
町
村
別
に

み
る
と
、
つ
く
ば
市
の
研
究
職
の
在
留
外

国
人
は
ダ
ン
ト
ツ
に
多
い
。
人
口
比
で
み

る
と
、
人
口
１
万
人
に
対
し
、
つ
く
ば
市

は
11
人
、
こ
れ
に
対
し
東
京
都
特
別
区
は

０
・
３
人
で
あ
る
。

つ
く
ば
市
は
１
９
６
０
年
代
に
建
設
が

始
ま
っ
た
。
東
京
の
過
密
緩
和
と
科
学
技

術
振
興
・
高
等
教
育
の
充
実
を
目
的
に
、

筑
波
山
や
霞
ケ
浦
を
擁
す
る
農
村
地
域

に
、
東
京
に
あ
っ
た
国
の
研
究
機
関
や
東

京
教
育
大
学
（
現
筑
波
大
学
）
を
移
転
し
、

新
都
市
を
建
設
し
た
も
の
だ
。
６
町
村
の

合
併
で
生
ま
れ
た
町
で
あ
り
、
総
面
積
２

万
８
３
７
２
ha
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
中

央
部
の
研
究
学
園
地
区
は
２
７
０
０
ha
で

あ
る
。
中
央
部
の
都
市
機
能
の
集
積
地
以

外
は
、
依
然
、
農
村
地
帯
で
あ
る
が
、
こ

こ
も
変
化
の
波
に
襲
わ
れ
て
い
る
。

筑
波
と
い
う
と
筆
者
が
知
っ
て
い
る
の

は
「
ガ
マ
の
油
」
と
「
北
条
米
」
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
ブ
ド
ウ
＆
ワ
イ
ン
と
い
う
新

し
い
産
業
が
発
展
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

㈱
ビ
ー
ズ
ニ
ー
ズ
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ズ
（
今
村

こ
と
よ
代
表
）
も
、そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

じ
つ
は
、
茨
城
県
は
山
梨
県
勝
沼
と
並

ぶ
ワ
イ
ン
産
業
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。
牛

久
シ
ャ
ト
ー
（
牛
久
市
）
は
明
治
36
年

（
１
９
０
３
年
）、
日
本
ワ
イ
ン
産
業
の
黎

明
期
の
人
、
神
谷
伝
兵
衛
氏
が
創
業
し
た

も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
種
の
ブ
ド
ウ
と
ボ
ル

ド
ー
高
級
ワ
イ
ン
製
造
法
を
取
り
入
れ
た

日
本
最
初
の
本
格
的
な
ワ
イ
ン
醸
造
場
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
来
、
長
ら
く
茨

城
県
ワ
イ
ン
は
飛
ば
ず
鳴
か
ず
の
状
態

だ
っ
た
。
ワ
イ
ン
の
立
地
適
性
が
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
数
年
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

新
規
参
入
が
続
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
ブ

ド
ウ
栽
培
を
始
め
る
人
も
出
て
き
た
。
新

し
い
産
地
化
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
。
現
代
と
牛
久
シ
ャ
ト
ー
時
代
の

違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

日本人 外国人 合計

国の機関等 10,141 7,243 17,384

公益団体等 310
34 3,287

株式会社等 2,943

　無回答 87 0 87

合 計 13,481 7,277 20,758

研究（人） 教授（人） 合計 (参考)
人口（千人）

つくば市 255 174 429 227
東京特別区 289 1,441 1,730 9,273
　港区 31 79 110 243
　江東区 26 62 88 198
　世田谷区 23 111 134 903
和光市 181 13 194 81
横浜市 97 135 232 3,725
神戸市 54 128 182 1,537
京都市 27 610 637 1,475
大阪市 19 109 128 2,691
仙台市 12 236 248 1,082
名古屋市 11 385 396 2,296
札幌市 5 218 223 1,952
福岡市 5 195 200 1,539

全 国 1,480 7,354 8,834   127,095

表１：筑波研究学園都市の研究者数（単位：人）

表２：研究職・教授職の在留外国人数ランキング（市区町村別）

出所：茨城県政策企画部
資料『筑波研究学園都市』
2018年4月発行（原出典
は「平成28年度筑波研究
学園都市立地機関概要調
査」ほか）。

出所：�法務省「在留外国人統計」（第7表の2）、2019年12月末。人口は2015年
国勢調査による。

2

筑
波
山
麓
で
も
ブ
ド
ウ
が
栽
培
で
き
る

―
―
筑
波
大
学
の
研
究
論
文
を
読
み
判
断
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最
適
で
は
な
い
。
表
３
に
示
す
よ
う
に
、

雨
が
多
い
。
ま
た
気
温
も
高
い
。

し
か
し
、
ビ
ー
ズ
ニ
ー
ズ
の
今
村
さ
ん

は
気
象
の
「
逆
転
層
」
現
象
や
「
陸
海
風
」

の
存
在
か
ら
、
こ
の
不
都
合
な
テ
ロ
ワ
ー

ル
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

知
っ
た
。「
逆
転
の
発
想
」
を
導
く
自
然

現
象
が
、
筑
波
山
麓
に
は
あ
る
わ
け
だ
。

研
究
熱
心
が
逆
転
を
成
功
さ
せ
た
と
い
え

よ
う
。

「
普
及
員
」
は
要
ら
な
い
。
今
村
さ
ん
は

自
分
で
専
門
的
な
研
究
論
文
を
読
み
、
そ

れ
を
活
用
で
き
る
能
力
が
あ
る
。

薬
剤
は
、
お
そ
ら
く
定
年
ま
で
あ
と
１

回
出
会
え
る
か
ど
う
か
だ
」「
第
三
相
試

験
は
第
二
相
試
験
の
再
現
性
を
取
る
だ
け

の
こ
と
、
論
文
を
読
ん
で
頭
を
使
う
と
い

う
よ
り
、
管
理
業
務
が
中
心
と
な
り
、
サ

イ
エ
ン
ス
的
側
面
は
あ
ま
り
必
要
な
く
な

る
」
と
考
え
、
会
社
を
辞
め
、
以
前
か
ら

興
味
を
持
っ
て
い
た
ワ
イ
ン
造
り
の
世
界

に
入
っ
た
。
研
究
者
生
活
は
順
調
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
を
捨
て
、
脱
サ
ラ
し
た
の
で

あ
る
。

科
学
的
知
識
が
総
合
的
に

動
員
さ
れ
る
ワ
イ
ン
造
り

ブ
ド
ウ
栽
培
に
は
植
物
生
理
学
に
加
え

て
、
害
虫
や
病
気
や
農
薬
の
知
識
に
、
土

今
村
さ
ん
は
筑
波
大
学
で
生
物
学
を
学

び
、
さ
ら
に
大
学
院
に
進
み
（
生
命
環

境
科
学
研
究
科
）、Ph.D

.

を
取
得
し
た
。

卒
業
後
、
製
薬
会
社
の
三
共
㈱
に
研
究
者

と
し
て
就
職
し
、
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
領
域

で
世
界
的
に
も
絶
賛
さ
れ
た
治
療
薬
の
開

発
に
成
功
し
た
グ
ル
ー
プ
で
充
実
し
た
研

究
活
動
を
送
っ
て
い
た
。「
面
白
く
、
や

り
が
い
が
あ
っ
た
」「
今
思
え
ば
、
あ
ま

り
に
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
過
ぎ
る
仕
事

で
し
た
」
と
い
う
。

し
か
し
、
開
発
事
業
が
第
二
相
試
験
か

ら
第
三
相
試
験
へ
と
進
ん
だ
段
階
で
、
今

村
さ
ん
は
「
科
学
的
に
一
番
面
白
か
っ
た

時
期
は
終
わ
っ
た
、
こ
ん
な
に
や
り
が
い

を
感
じ
る
潜
在
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ

は
「
陸
海
風
」
が
東
か
ら
西
に
吹
い
て
い

る
の
で
、
東
西
に
畝
を
切
る
と
風
通
し
が

よ
く
、
病
気
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
と
い

う
。
ブ
ド
ウ
の
房
回
り
の
温
度
も
低
下
す

る
。
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
借
地
も
、
風

が
通
る
よ
う
に
東
西
に
横
長
の
土
地
を
借

り
た
。
東
西
に
畝
を
切
っ
て
あ
る
の
で
、

霊
峰
筑
波
山
を
バ
ッ
ク
に
垣
根
栽
培
の
美

し
さ
を
写
真
に
撮
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

雑
草
茫
々
に
驚
き
、
最
初
少
し
距
離
を

置
い
た
が
、
理
に
か
な
っ
た
説
明
に
次
第

に
感
心
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
も
、

就
農
し
て
わ
ず
か
５
年
し
か
経
っ
て
い
な

い
の
に
農
家
的
知
恵
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
。
今
村
さ
ん
は
研
究
熱
心
で
あ
る
。

逆
転
層
が
冷
気
を
も
た
ら
す

筑
波
大
学
の
先
生
方
の
研
究
論
文
な
ど

を
読
み
、
筑
波
山
が
花
崗
岩
質
土
壌
で
あ

る
こ
と
、
中
腹
に
温
か
い
空
気
が
集
ま
り

3

研
究
者
か
ら
脱
サ
ラ

―
―
ワ
イ
ン
造
り
の
方
が
幸
せ
だ

裾
野
に
冷
た
い
空
気
が
残
る
「
逆
転
層
」

現
象
が
起
き
て
い
る
か
ら
裾
野
が
ブ
ド
ウ

栽
培
に
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
さ

ら
に
、
東
西
に
吹
く
「
陸
海
風
」
に
合
わ

せ
て
畝
を
作
る
こ
と
で
病
気
の
発
生
を
よ

り
抑
制
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
な
ど

を
知
っ
た
。

こ
う
し
た
研
究
情
報
か
ら
、「
筑
波
山

麓
で
も
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
で
き

る
！
」
と
判
断
し
た
と
い
う
。
科
学
を
活

か
し
た
ブ
ド
ウ
栽
培
で
あ
る
。

筑
波
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
気
象
や
土
壌
等

の
自
然
条
件
）
は
、
必
ず
し
も
ブ
ド
ウ
に

筑波山麓に立地するビーズニーズヴィンヤーズ（つくば市沼田）

ワイン産地別
つくば（館野）

勝沼 塩尻 上田 余市 東京
年間 4～10月

降水量（㎜） 1,283 138.0 121.3 118.1 101.5 99.0 165.5 

平均気温（℃） 13.8 20.0 19.9 17.8 18.4 14.6 20.7 

日最高気温（℃） 19.1 24.4 24.5 22.2 22.9 19.5 24.2 

日最低気温（℃） 8.8 15.2 14.4 11.9 12.6 9.6 17.0 

昼夜の寒暖差 10.3 9.2 10.1 10.3 10.3 9.9 7.2

日照時間（時間） 1913 149.4 173.7 179.0 182.1 169.9 148.2 

表３：気象条件の比較（生育期間4 ～ 10月平均、昼夜気温は9 ～ 10月平均）

出所：�気象庁データ。1981 ～ 2010年平均。塩尻は松本今井観測所2003～10年平均（日照時間は松本）。
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農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第22 回
研究者の“脱サラ”ワイナリー 自己実現めざす働き方改革42

壌
学
や
雑
草
の
年
間
遷
移
に
つ
い
て
の
知

識
が
必
要
だ
。
醸
造
と
な
れ
ば
酵
母
に
よ

る
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
、
乳
酸
菌
に
よ
る
マ

ロ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
発
酵
に
関
わ
る
微
生
物

学
的
知
識
、
果
汁
の
酸
や
糖
度
な
ど
の
分

析
も
必
要
。
ま
さ
し
く
科
学
的
知
識
が
総

合
的
に
動
員
さ
れ
る
世
界
だ
。
生
物
学
好

き
の
今
村
さ
ん
に
と
っ
て
、
ブ
ド
ウ
の
植

物
生
理
や
土
壌
微
生
物
の
こ
と
を
考
え
る

の
は
何
よ
り
も
楽
し
い
時
間
だ
。
研
修
の

た
め
長
野
県
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
通
う
た
び

に
、
こ
の
仕
事
を
生
業
に
し
た
い
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

も
う
ひ
と
つ
動
機
が
あ
っ
た
。
ワ
イ
ン

造
り
を
職
と
す
れ
ば
、
筑
波
に
戻
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
生
ま

れ
育
っ
た
地
へ
の
愛
着
だ
。

確
か
に
、
筑
波
は
夜
温
が
下
が
ら
ず
、

少
々
冷
涼
に
欠
け
、
ブ
ド
ウ
適
地
で
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
郷
土
愛
と
探
求

心
が
問
題
を
克
服
し
た
。

筑
波
山
麓
の
「
逆
転
層
」
現
象
が
こ
の

見
方
を
覆
し
た
。
上
層
が
温
か
く
下
層
に

冷
気
が
入
る
逆
転
層
現
象
は
秋
か
ら
晩
冬

に
発
生
す
る
が
、
こ
の
現
象
の
お
陰
で
地

表
の
気
温
は
４
℃
く
ら
い
下
が
る
の
で
、

春
の
芽
吹
き
が
遅
れ
る
。
そ
の
結
果
、
収

穫
期
が
遅
れ
る
。気
温
が
下
が
っ
て
か
ら
、

収
穫
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ブ
ド
ウ
の

品
質
が
良
く
な
る
。温
暖
な
当
地
方
で
も
、

逆
転
層
現
象
の
お
陰
で
品
質
の
良
い
ブ
ド

ウ
が
で
き
る
。

一
方
、
筑
波
山
麓
に
は
花
崗
岩
が
崩
壊

し
て
積
も
っ
た
独
特
な
土
壌
が
あ
る
。
ブ

ド
ウ
は
各
種
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
に
対
す
る
要

求
量
が
高
く
、
土
壌
は
中
性
に
近
い
方
が

よ
い
が
（
㏗
６
・
０
～
６
・
５
く
ら
い
）、

花
崗
岩
度
合
い
の
高
い
臼
井
は
㏗
６
・
０

で
あ
り
最
適
で
あ
る
（
沼
田
は
㏗
５
・
０

～
５
・
５
と
低
い
た
め
、
牡カ

キ蠣
殻
石
灰
な

ど
を
施
用
し
て
㏗
を
上
げ
る
方
向
の
施
肥

を
行
な
っ
て
い
る
）。
花
崗
岩
土
壌
は
海

外
の
ワ
イ
ン
銘
醸
地
、
伊
の
サ
ル
デ
ィ
ー

ニ
ャ
島
や
、
仏
の
ア
ル
ザ
ス
や
ロ
ー
ヌ
地

方
な
ど
で
も
み
ら
れ
る
、水
は
け
の
よ
い
、

ミ
ネ
ラ
ル
分
の
豊
か
な
土
壌
だ
。

つ
ま
り
、
筑
波
山
麓
は
、
逆
転
層
現
象

に
よ
っ
て
気
象
上
の
不
利
な
条
件
を
覆

し
、
一
方
、
美
味
し
い
ブ
ド
ウ
を
作
る
土

壌
条
件
が
あ
る
わ
け
だ
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
仕
事
の
選
択
こ
そ

真
の
働
き
方
改
革

そ
こ
ま
で
考
え
た
と
き
、
今
村
さ
ん
は

製
薬
で
の
仕
事
と
ワ
イ
ン
造
り
の
仕
事
を

天
秤
に
か
け
、
ワ
イ
ン
造
り
の
仕
事
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
し
た
。
40
歳
の
と
き

で
あ
る
。

会
社
の
研
究
者
の
時
代
と
、
ワ
イ

ン
造
り
に
就
農
し
た
今
の
比
較
を
聞

い
た
。「
仕
事
に
向
き
合
っ
た
と
き

ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
は
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
今
の
方
が
楽
し
い
と
き
の
時

間
の
割
合
が
大
き
い
」
と
い
う
。
つ

ま
り
、
今
の
方
が
ハ
ッ
ピ
ー
と
い
え

よ
う
。
一
人
で
ワ
イ
ン
造
り
を
し
て

い
る
か
ら
、「
８
時
間
労
働
」
は
な

い
。
寝
る
と
き
と
食
事
の
と
き
以
外

は
仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
特

に
夏
場
は
長
時
間
労
働
だ
。「
残
業
」

と
い
う
概
念
は
な
い
。
労
働
時
間
が

倍
増
し
て
も
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し

て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
幸
せ
な

の
で
あ
る
。

ま
た
、「
何
よ
り
も
嬉
し
い
の
が
、

毎
年
そ
の
成
果
が
ワ
イ
ン
に
な
っ
て

瓶
詰
め
さ
れ
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
仕
事
に
従
事
で
き
る
こ

と
こ
そ
、
一
番
幸
せ
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
多
く
の
場
合
、探
求
心
を
背
景
に
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
（
創
造
的
）
な
仕
事
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
き
感
じ
る
も
の
だ
。

ワ
イ
ン
造
り
は
そ
う
い
う
仕
事
な
の
で
あ

ろ
う
。「
働
き
方
改
革
」
と
は
、
時
間
短
縮

よ
り
も
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
を
増

や
す
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
村
さ

ん
は
脱
サ
ラ
に
よ
っ
て
、「“
真
の
”
働
き

方
改
革
」
を
自
ら
達
成
し
た
と
い
え
よ
う
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
は
、
日
本
の
近
代
化
現

象
と
し
て
、
ワ
イ
ン
と
い
う
新
し
い
食
品

産
業
の
成
立
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
数
年
の
、
現
代
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
立
地

は
自
己
実
現
を
め
ざ
す
人
た
ち
の
職
業
選

択
で
あ
る
。「
働
き
方
改
革
」
と
は
何
か

を
問
う
も
の
で
あ
り
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
時

代
と
は
意
味
が
違
う
。
日
本
社
会
の
進
化

の
現
れ
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
のP

h.D
.

ワ
イ
ナ
リ
ー

「Tsukuba V
ineyard

」

つ
く
ば
市
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
、Ph.D

. 

保
持
者
が
新
規
参
入
し
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

あ
る
。「T

sukuba V
ineyard

」で
あ
る
。

代
表
の
高
橋
学
さ
ん
は
国
の
研
究
機
関
で

あ
る
産
業
技
術
総
合
研
究
所
活
断
層
・
火

山
研
究
部
門
の
研
究
者
で
あ
っ
た
が
（
主

に
岩
石
の
空
隙
構
造
と
物
性
の
相
関
関
係

の
解
明
）、定
年
（
16
年
３
月
）
を
待
っ
て
、

1973年 茨城県守谷町生まれ
1992年 筑波大学生物学類入学
2001年 筑波大学生命環境科学研究科卒（Ph.D.）
　〃 三共㈱入社、研究部門配置
2013年 第一三共㈱退社（40歳）
　〃 長野県東御市のワイナリーにて栽培・醸造研修

2015年 新規就農、筑波山麓にてビーズニーズヴィンヤーズ開園 
（50a借地、ブドウ1,500本植栽）

2016 ～ 17年 初収穫、㈱リュードヴァン（東御市）にて委託醸造
2018年 法人立ち上げ、㈱ビーズニーズヴィンヤーズ代表取締役
2018 ～ 19年 ㈲マザーバインズ長野醸造所（高山村）にて委託醸造
2020年 ㈱牛久醸造場（茨城県牛久市）にて委託醸造

【経営の現状】 ブドウ園1.5ha、ブドウ2.5t、ワイン2,000本 
（成園ベース8t＝ワイン8,000本）

表４ ：今村ことよ氏の歩み
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ワ
イ
ナ
リ
ー
の
経
営
者
に
転
じ
た
（
注
：

定
年
の
２
年
前
か
ら
、
ブ
ド
ウ
栽
培
を
始

め
て
い
る
。
な
お
、
現
在
も
再
雇
用
で
週

３
日
、
研
究
所
へ
）。

14
年
５
月
、
つ
く
ば
市
栗
原
の
借
地
に

プ
テ
ィ
マ
ン
サ
ン
１
５
０
本
定
植
し
た
の

が
ス
タ
ー
ト
だ
（
ビ
ー
ズ
ニ
ー
ズ
よ
り
早

い
）。
つ
く
ば
の
気
候
風
土
に
適
し
た
ブ

ド
ウ
品
種
の
選
定
や
高
品
質
な
ブ
ド
ウ
の

た
め
の
土
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
土
壌
診
断

の
上
に
施
肥
設
計
し
、
科
学
的
な
デ
ー
タ

に
裏
打
ち
さ
れ
、
合
理
的
な
経
験
則
を
採

用
し
た
栽
培
技
術
で
ブ
ド
ウ
を
作
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
職
業
（
研
究
職
）
と
は

縁
も
ゆ
か
り
も
無
い
、
そ
し
て
土
地
も
無

い
、
資
金
も
無
い
、
経
験
も
無
い
全
く
の

素
人
か
ら
の
農
業
挑
戦
で
あ
る
。

現
在
、
約
２
ha
の
土
地
に
、
プ
テ
ィ
マ

ン
サ
ン
や
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ

な
ど
12
種
類
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い

る
。
土
壌
は
粘
土
に
富
ん
だ
沖
積
土
壌

で
、
ビ
ー
ズ
ニ
ー
ズ
の
花
崗
岩
土
壌
と
は

違
い
、
水
は
け
は
良
く
な
い
。
土
地
は
耕

作
放
棄
地
の
借
地
で
あ
る（
利
用
権
設
定
、

賃
料
無
料
）。

19
年
の
ブ
ド
ウ
収
穫
量
は
約
２
ｔ
、
隣

接
す
る
筑
西
市
の
「
来
福
酒
造
」
で
委
託

醸
造
し
た
が
、
20
年
夏
、
醸
造
施
設
が
完

成
し
た
。
今
年
は
予
想
収
量
４
ｔ
で
あ
っ

た
が
天
候
不
順
で
２
ｔ
、
ワ
イ
ン
約
２
０

０
０
本
生
産
し
た
。
市
民
に
親
し
ま
れ
る

テ
ー
ブ
ル
ワ
イ
ン
を
め
ざ
し
、
価
格
は
１

は
２
０
０
０
本
に
減
ら
し
、
５
０
０
本
分

は
東
京
都
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
ブ
ド
ウ
で

販
売
し
た
（
注
：
ブ
ド
ウ
価
格
の
相
場
は

キ
ロ
４
０
０
円
で
あ
る
が
、
今
村
さ
ん
は

５
０
０
円
で
売
れ
た
）。
成
園
に
な
る
と
、

１
・
５
ha
で
８
ｔ
収
穫
で
き
る
。
高
品
質

ブ
ド
ウ
を
取
る
た
め
、
10
ａ
当
た
り
５
０

０
㎏
程
度
を
目
標
に
し
て
い
る
。

土
地
は
す
べ
て
、
耕
作
放
棄
地
を
借
り

受
け
、自
分
で
篠
竹
や
雑
木
林
を
伐
採
し
、

整
地
し
た
。
借
地
料
は
10
ａ
当
た
り
１
万

円
で
あ
る
。
周
辺
に
は
借
地
予
備
軍
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
規
模
拡
大
は
難
し
く
な
い

よ
う
だ
。

労
働
力
は
一
人
で
あ
る
。
収
穫
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
呼
び
か
け
る
と
、
１
日
当
た
り
20
人

超
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
る
（
日
当
無

し
）。
長
野
よ
り
も
容
易
に
人
が
集
ま
る
。

ブ
ド
ウ
の
品
種
は
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

の
あ
る
有
名
品
種
を
選
ん
で
９
品
種
植
え

て
い
る
。白
ワ
イ
ン
用
は
シ
ャ
ル
ド
ネ（
こ

れ
が
多
い
）、
セ
ミ
ヨ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ニ
エ
、

ヴ
ィ
ル
デ
ィ
、赤
ワ
イ
ン
用
は
シ
ラ
ー（
こ

れ
が
多
い
）、
カ
ベ
ル
ネ
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ

ン
、
メ
ル
ロ
ー
、
タ
ナ
、
プ
テ
ィ
ヴ
ェ
ル

ド
で
あ
る
。
花
崗
岩
土
壌
で
、
水
は
け
も

良
い
と
い
う
利
点
を
考
え
て
品
種
を
選
ん

で
い
る
。

つ
く
ば
を
満
喫
で
き
る

ワ
イ
ン
を
造
り
た
い

今
村
さ
ん
の
ワ
イ
ン
は
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ

今
村
さ
ん
が
就
農
し
た
の
は
５
年
前
で

あ
る
。
ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
ワ
イ
ン
を
出
荷

し
て
い
る
が
、
ま
だ
醸
造
施
設
は
な
く

委
託
し
て
い
る
。
英
語
表
記
の
会
社
名

「Bee's K
nees V

ineyards

」
は
、
直
訳

す
れ
ば
「
エ
ク
セ
レ
ン
ト
な
葡
萄
園
」
で

あ
る
が
（
命
名
の
由
来
は
わ
か
ら
な
い

５
０
０
～
２
５
０
０
円
程
度
。

日
々
ど
う
い
う
気
持
ち
で
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
か
、
研
究
者
時
代
と
の
比
較
を
お

尋
ね
し
た
。

「
現
役
時
代
は
多
く
の
学
生
指
導
や
共
同

研
究
・
外
国
か
ら
の
受
託
研
究
な
ど
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
狭
い
専
門
的
知
識
を

有
す
る
大
学
や
研
究
機
関
の
人
間
と
の
付

き
合
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
る
意
味
で

は
多
様
性
の
少
な
い
人
間
関
係
と
で
も
い

え
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
農
業
に
突
入
し
て
み
る
と
、

も
ち
ろ
ん
年
齢
層
も
広
く
、
か
つ
ワ
イ
ン

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
種
々
な
人
間
と
接

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
社
会
性
が
上
が
っ
た
よ
う
な
気
分
を
感

じ
て
い
ま
す
。
裾
野
が
広
が
る
分
、
人
に

接
す
る
と
き
の
ワ
ク
ワ
ク
感
も
大
き
く
な

り
ま
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、
今
の
方
が

楽
し
い
で
す
。
新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す

の
で
、
余
計
そ
う
感
じ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
」

高
橋
さ
ん
は
、
人
と
の
交
わ
り
が
楽
し

い
と
強
調
す
る
。「
ワ
イ
ン
は
人
を
呼
ぶ
」

と
い
う
特
性
が
あ
る
が
、
高
橋
さ
ん
は

ま
さ
に
多
様
な
人
た
ち
と
交
流
で
き
て
、

日
々
、
満
た
さ
れ
た
気
持
ち
で
過
ご
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
（
週
３
日
研
究
所
、
残
り

４
日
好
き
な
ワ
イ
ン
農
業
は
最
高
の
暮
ら

し
と
思
わ
れ
る
）。

数
多
く
の
友
人
・
知
人
や
家
族
と
楽
し

み
な
が
ら
、
良
い
ブ
ド
ウ
と
良
い
ワ
イ
ン

を
造
る
こ
と
に
向
け
て
余
生
を
投
じ
る
と

い
う
。
90
歳
ま
で
は
現
役
と
し
て
、
畑
や

ワ
イ
ナ
リ
ー
に
立
ち
続
け
た
い
と
い
う
。

つ
く
ば
は
、
農
業
を
楽
し
み
の
大
き
い

職
業
と
し
て
捉
え
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
を

も
と
に
農
業
を
営
む
人
の
新
規
参
入
が
増

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
高
橋
さ
ん
や
今
村

さ
ん
に
先
導
さ
れ
て
、
最
近
、
ブ
ド
ウ
栽

培
を
始
め
た
人
が
３
人
い
る
（
ワ
イ
ン
を

造
っ
て
い
る
３
社
の
ほ
か
に
）。
こ
の
２

年
で
、
す
で
に
倍
増
し
た
。

4

経
営
概
況

―
―
「
人
」
に
着
目
し
た
と
き
長
野
よ
り
も
有
利

が
）、
働
き
蜂
の
よ
う
に
頑
張
っ
て
、
小

さ
く
て
も
最
高
の
ワ
イ
ン
の
花
を
咲
か
そ

う
！
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
、経
営
面
積
は
１
・
５
ha（
沼
田
０
・

８
ha
、
臼
井
０
・
７
ha
）、
ブ
ド
ウ
収
穫

量
２
・
５
ｔ
で
あ
る
。
ワ
イ
ン
生
産
量
は

19
年
は
２
５
０
０
本
で
あ
っ
た
が
、
今
年
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イ
ン
で
あ
る
。
１
本
３
５
０
０
～
４
０
０

０
円
（
税
込
み
）
で
あ
る
。
茨
城
県
内
で

は
一
番
高
い
ワ
イ
ン
の
よ
う
だ
。

つ
く
ば
は
市
場
と
し
て
有
利
と
い
う
。

「
人
」
を
重
視
し
て
い
る
。
つ
く
ば
は
研

究
者
の
町
で
あ
り
、
給
料
が
高
い
。
留
学

経
験
も
あ
り
、
皆
ワ
イ
ン
を
経
験
し
て
い

る
。
良
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
４
０
０
０
円

で
も
払
っ
て
く
れ
る
。
５
０
０
０
円
で
も

売
れ
る
。
地
元
で
高
価
な
ワ
イ
ン
が
売
れ

る
（
実
際
、
４
分
の
１
は
つ
く
ば
市
内
の

酒
屋
で
売
っ
て
い
る
）。
東
京
の
人
も
来

や
す
い
。
長
野
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
つ

く
ば
は
、
人
に
着
目
し
た
と
き
市
場
と
し

て
有
利
だ
と
い
う
。

ど
う
い
う
ワ
イ
ン
を
め
ざ
し
て
い
る
か

聞
い
た
。
酸
と
糖
の
バ
ラ
ン
ス
、
香
り
を

重
視
し
た
ブ
ド
ウ
作
り
を
心
掛
け
て
い

る
。
ブ
ド
ウ
は
完
熟
に
近
づ
く
と
、
糖
は

高
ま
る
が
、
酸
は
低
下
す
る
。
酸
が
抜
け

た
ブ
ド
ウ
で
醸
造
す
る
と
、
味
わ
い
の
な

い
ワ
イ
ン
に
な
る
。
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

長
野
県
北
信
地
方
の
よ
う
な
テ
ロ
ワ
ー

ル
の
良
い
産
地
は
、夜
間
の
気
温
が
低
く
、

酸
が
落
ち
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
つ
く
ば

は
夜
の
気
温
が
高
く
、
酸
が
抜
け
る
。
か

と
い
っ
て
、
酸
を
残
す
た
め
早
く
収
穫
す

る
と
、
香
り
が
無
く
な
る
。
香
り
は
足
せ

な
い
の
で
、
酸
が
少
し
抜
け
て
も
収
穫
を

遅
ら
せ
、
酸
不
足
は
補
酸
す
る
対
応
の
よ

う
だ
（
補
糖
は
し
て
い
な
い
）。
し
い
て

い
え
ば
、
フ
レ
ー
バ
ー
（
香
り
）
に
着
目

し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
ア
チ
ラ
立
て
れ
ば

コ
チ
ラ
立
た
ず
の
状
況
で
、
最
適
解
を
求

め
て
い
る
。
微
妙
な
収
穫
期
の
見
極
め
が

重
要
な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
長
野
は
補
糖
は
し
て
も
補
酸

は
し
な
い
で
済
む
。
温
暖
化
が
進
ん
で
い

る
関
東
は
酸
抜
け
す
る
の
で
、
補
酸
が
必

要
で
、
シ
ュ
ウ
酸
を
足
し
て
い
る
（
リ
ン

ゴ
酸
、
ク
エ
ン
酸
を
足
す
人
も
い
る
）。

品
種
の
選
択
は
、
赤
ワ
イ
ン
用
は
シ

ラ
ー
品
種
を
多
く
植
え
て
あ
る
が
、
シ

ラ
ー
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な
温
暖

地
で
も
酸
抜
け
し
な
い
か
ら
、
筑
波
の
温

暖
な
条
件
を
考
え
て
の
選
択
で
あ
る
。

「
つ
く
ば
に
来
な
い
と
味
わ
え
な
い
プ
レ

ミ
ア
ム
な
ワ
イ
ン
を
造
る
」
の
が
目
標
で

あ
る
。「
ブ
ド
ウ
は
そ
の
土
地
の
個
性
を

反
映
す
る
。
こ
こ
に
来
た
人
に
、
つ
く
ば

を
満
喫
で
き
る
よ
う
な
ワ
イ
ン
を
振
る

舞
っ
て
、
筑
波
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え

た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

醸
造
場
を
計
画
し
て
い
る
。
す
で
に
２

万
本
規
模
の
設
計
図
は
引
い
て
あ
る
。
し

か
し
、
社
長
業
を
や
り
た
い
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
拡
大
よ
り
も
、「
畑
に
へ
ば
り

つ
い
て
い
る
の
が
い
い
」
と
考
え
、
１
万

本
に
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
を
考
え
て
い
る
。

数
年
後
、醸
造
施
設
が
完
成
し
た
と
き
、

ビ
ー
ズ
ニ
ー
ズ
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ズ
が
ど
う
い

う
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
か
楽
し
み

に
し
て
待
ち
た
い
。
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